Special Theme：The Modern East Asia Network Raised by Salt in Setouchi : People, Calligraphy and Paintings collected in the Nozaki Residence in Kojima : preface by Yusa, Toru
特集  「瀬戸内の塩が育んだ 
  近代東アジアネットワーク 
― 児島、野﨑家に集った 






































     弓野隆之（大阪市立美術館・学芸課長代理）
　2、野﨑家コレクションの中国書画にみる近代の交流
     古川文子（岡山県立美術館・学芸員）
　3、野﨑家における王冶梅の画業
     呉孟晋（京都国立博物館学芸部・主任研究員）
　4、異国の風景を描いた清人画家―沈桂「亀鶴坳詩画冊」と島津重豪―
     塚本麿充（東京大学東洋文化研究所・准教授）
　5、羅振玉と日本
     呂順長（浙江工商大学東方語言文化学院・教授）
                                                                     ―報告順、敬称略
本特集は、その際の報告をベースに企画されたものである。この場を借りて、お忙しいなか貴重
なご報告を賜わり、また文章化の労をお執りいただいた報告者の皆様方に厚く感謝申上げます。ま
た、2016年度の研究活動においても野﨑家および野﨑家塩業歴史館のご理解とご協力を賜りました
ことにつきましても改めて感謝申上げます。
〔付記〕本研究の推進および国際シンポジウムの開催に当たりましては、公益財団法人福武財団に
よる「2016 年度瀬戸内海文化研究・活動支援助成」を受けました。
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